




















る。「捉え方 (construal)」とは Langacker (2019)の次の規定に示されるよう
な概念である。




（Langacker (2019: 140); イタリックは原文、訳は本多3。）
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の状況を指し示すことができると指摘している。
(2) a. The coffee capsule is in the dish.
(コーヒーカプセルが皿に入っている。)
b. The coffee capsule is on the plate.
(コーヒーカプセルが皿に乗っている。)




た、前置詞 in と on の意味が異なることも同様に明らかであり、前置詞句 in
















4 生態心理学 (Gibson (1979), 佐々木 (2015), 河野 (2003), 本多 (2019))の用語でいえば、
「アフォーダンス (affordance)」。
5 この場合の inと onの選択にアフォーダンス知覚が関わっているという主張は、「英語の前
置詞の意味の記述において、トラジェクターとランドマークの関係はトポロジカルな概念だ
けで記述しきれるものではない」という観察 (Coventry and Garrod (2004), Langacker
(2009))を補強するものである。


















(4) in the morning / afternoon / evening
(5) early / late in the morning / afternoon / evening
(6) in the early / late morning / afternoon / evening
(7) a. on the morning of the wedding / my departure / June 1st
b. on / (まれ) in the morning of June 1
c. on the afternoon of April 7
d. on the evening of Friday / July 3
(8) a. on Sunday morning / afternoon






(9) a. on a sunny morning
b. on a summer afternoon
(10) in / on an afternoon (この場合 inの方が普通)
(11) a. in the early morning of July 5
b. early on / in the morning of April 14 (onがふつう。)
(12) a. at two (o’clock) in the morning
b. at 8 in the morning of September 1
(時刻を明示するときは inを用いるのがふつう。)
(13) a. in the mornings
b. on Saturday mornings
c. on cold mornings
以下、各例文について、必要に応じて関連文献も参照しながら、記述レベル
で簡単にコメントしていく。
(4) の in the morning などを基に、morning/afternoon/evening を目的
語とする前置詞のデフォルトは in であるとされる。(5) の early/late in
the morning7のように副詞 early / late が付いた場合、そして (6) の in the
early/late morningのように形容詞 early / lateが付いた場合も同様である。
しかし、(7)の on the morning of the weddingなどのように「日」を特定す
る of句が付くと、好まれる前置詞は onになる。(7b)の on / in the morning




8 ちなみに Fillmore (2002: 33)は次のような容認性判断を提示している。
(i) a. He was here on / *in Christmas morning.
b. He was here on / ?in the morning of Christmas day.
c. He was here in / *on the morning on Christmas day.
(7b) に当たるのは (i b) であるが、Fillmore はここで in を「*」ではなく「?」としてい
るわけである。
なお、(i c)は本稿の提案にとって問題となるが、これについては第 9節で議論する。
49時間の前置詞 In と On について
る。(8b)の on / in Friday eveningに関して、inに「まれ」と注記している
のも『ウィズダム英和辞典』の onの「語法」欄である。
これに関しては、「一般に「午前［午後、晩、夜］に」は in the morning
[afternoon, evening, night] というが、特定の日のそれをさす場合は on を用
いる方が普通」(同じく『ウィズダム英和辞典』on「語法」欄)とされるのが普




(9)の on a sunny morningのように形容詞を伴い、全体に不定冠詞が付く
場合には onになる。ただし (10)の in / on an afternoonのように形容詞を
伴わず、不定冠詞のみが現れる場合には inの方が普通とのことである (『ウィ
ズダム英和辞典』on「語法」欄による)9。
(11a) の in the early morning of July 5 は、『オーレックス英和辞典』の
on の「語法」欄にある例である。同欄はこれと併記する形で early on the
morning of July 5 を示している。(11b) の early on / in the morning of





(14) a. in the early morning of May 10 (5月 10日の早朝に)
b. It was seven in the evening of a lovely summer’s day.
（それは、快い夏の日の午前［ママ—本多注］7時のことだった）
(強調、訳ともに原文。）
筆者自身による簡易コーパス検索10の結果でも、in the early morning of
NPの場合は inが圧倒的に優勢であった。
(11b) early on / in the morning of April 14 に関して、柏野 (2011: 57)
9 ちなみに、in an afternoon という語列には、「午後に」の意味のものの他に「午後いっぱ
いかければ／午後いっぱいで」という所要時間を表す意味のものがある。本稿で議論の対
象にしているのは言うまでもなく前者である。








b. Early on the morning of June 24, when most people were still
in bed, a terrible earthquake occurred.




また、繰り返しになるが、(12)の at two (o’clock) in the morning / at 8 in
the morning of September 1に関して『オーレックス英和辞典』の morning
の項は、時刻を明示するときは inを用いるのが普通としている。ただ、(12b)
at 8 in the morning of September 1に関しては、文献によって記述に揺れが
ある。先に紹介したように安藤 (2005: 640)はここでは inが用いられるとす
るが、織田 (2002: 98)は次の容認度判断を示している。
(16) a. * two o’clock in the morning of ...
b. I was sent for at eight o’clock on the morning of Friday the
17th. — The Murder of Roger Ackroyd
少し遡ると、小西 (1976: 230-231)は次の (17)のように述べ、つづけて in
と onと両方の例を挙げている ((18))。
(17) Bøgholm (p.111)は at five in the morning of 5th October （10月
5日の朝 5時に）において inを onによって置き換えることはできな




11 2021年 4月 27日実施。NOW、COCA、The TV Corpus、The Movie Corpus、Corpus
of American Soap Operas、TIME Magazine Corpus、BNC。
51時間の前置詞 In と On について
(18) a. At 7:30 in the morning of April 19, 1968 — the day of Mar-
tin Luther King’s funeral — Bus No. 42 was just completing
regular run from the heart of San Francisco to Hunters Point
...
b. Anibal Hernandez had been found dead at two o’clock on the
morning of December 18th.
c. At twelve-fifteen on Friday morning she telephoned to ask for
an urgent visit.













を意味する。また (11b) early on / in the morning of April 14や (12b) at 8





12 2021年 4月 24日実施。NOW、COCA、The TV Corpus、The Movie Corpus、Corpus










(19) 捉え方 1: 一日、朝などについての、一日の内部構成に関心を向ける捉
え方
a. 一日の内部構成に関心を向ける。一日の外には関心を向けない。


























(20) a. day1、day2、day3 を設定する根拠としては、たとえば OALD s.v.
day16などを参照されたい。
b. morning0 は零時から正午までを指す。2 o’clock in the morning
などの表現 (Wierzbicka (1993: 451 n.3))の存在を考慮してここ
に入れてある。






(21) 捉え方 2: 一日、朝などについての、複数の日を念頭に置いた捉え方
a. 複数の日を念頭に置く。一日の内部構成には積極的な関心を向け
ない。
b. morning / afternoon / eveningのそれぞれの幅ないし長さには注
目しない。
day3 day3 day3 day3
m a e n m a e n m a e n m a e n
図 2 捉え方 2: 一日、朝などについての、複数の日を念頭に置いた捉え方
このように、一日、朝などについては、異なる 2つの捉え方の可能性がある。











(4)の in the morningは一日の内部構成に関心を向ける捉え方 1に基づい
ているといえる。ここに現れている定冠詞付きの the morning は、「複数の
morningsが想定されている中でのある特定のmorning」を指すものではない。





を取り出しているわけである。したがって、この場合の the morning は捉え
方 1に基づいていることになる。このことから、本稿の予測としては前置詞は
inが選ばれることになる。この予測は言語事実と一致している。
(5) の early / late in the morning と (6) の in the early / late morning




なお、この場合の the early morning における the は、「late morning（や
afternoon（など））ではなくて early morning」を表すものである。つまりこ
の theは「他の early morningではなくてこの early morning」ということを
表すものではない。
(7)の on the morning of the weddingには、「日」を特定する of句が現れて
いる。この定冠詞付きの the morning of the weddingは、他の日のmornings
を排除して、結婚式の日の morning を特定して注目しているものである。
つまりこの名詞句は「複数の mornings が想定されている中でのある特定の
morning」を指すものであり、この the は「他の morning ではなくてこの
17 定冠詞 theのこの用法については第 5節でも議論する。
55時間の前置詞 In と On について






なお、in the morning (4)の the、early / late in the morning (5)の the、
そして in the early / late morning (6) の the はすべて同じ用法で、on the
morning of the weddingの the morning (7)の theはこれらとは異なる用法
である。
















を載せていること、そして注 8 で言及したように Fillmore (2002: 33) が (i a) の in を
「*」ではなく「?」としていることによる。
(i) a. He was here on / ?in the morning of Christmas day.













これについては、in the morning に形を合わせようという力が働いている
可能性が想定される、と述べるにとどめたい。













(12a)の at two (o’clock) in the morningに関しては、これが捉え方 1によ
ること、したがって前置詞としては inが選ばれることに、問題はない。





は一様に onが選ばれることを予測する。しかし実際には in the morningsの
ように in が現れることもあるわけである。これについて本稿では暫定的に、
21 ただし、注 9 でも言及したように、所要時間の in an afternoon とは区別されることが前
提である。
57時間の前置詞 In と On について
複数形の in the morningsは単数形の in the morningの前置詞選択を継承し
ていると考えることにする、ということである22。




上述のように、in the morning (4)の the、early / late in the morning (5)
の the、そして in the early / late morning (6) の the はすべて同じ用法で、
on the morning of the wedding (7)の the morningの theはこれらとは異な
る用法である。





(22) a. The summer of last year was very hot. (同類集合での限定化)
b. In the summer I take a vacation and go to Hawaii.
(異種集合での限定化)








(i) a. about 5.25 on the evening in April (Coward)
b. It was hot in the late May afternoon. (Hemingway) （強調安藤。）
ただしこれらはいずれも文学作品から取られた例であり、検討に当たっては文脈を慎重に





(23) a. 同類集合での限定化 (=(22a))








同類集合での限定化の theを含む the summerは、「summer1でも summer3
でも summer4でもなく、この summer」という形である特定の summer（ここ
では summer2）を取り出すものである。それに対して、異種集合での限定化の
theを含む the summerは、「springでも fallでも winterでもなく、summer」
という形で summerを取り出すものである。
本稿と直接関係する次の例についても同じ議論が成り立つ。










b. I don’t work in the evening ; I just relax. (異種集合での限定化)
(久野・高見 (2004: 19); 強調原文)
(25) a. 同類集合での限定化 (=(24a))








59時間の前置詞 In と On について
同類集合での限定化の theを含む the eveningは、「evening1 でも evening3
でも evening4 でもなく、この evening」という形である特定の evening（ここ
では evening2）を取り出すものであるのに対して、異種集合での限定化の the







また、柏野 (2010: 233-234)は、Close (1975)24などに言及しつつ、「次のよ
うな表現では初出でも名詞に the を付けて用いる」として (26) を挙げ、(27)
のように述べている。
(26) a. I can play the piano.
b. I like the summer best.







24 Close (1975: 6.20 (p.135))は次のように述べている。
(i) The is also used as a signal that the speaker is distinguishing one part of his
environment from another. He speaks of living in the town as distinct from the
country; of the land as distinct from the sea, of the left as distinct from the right.
The seasons can be mentioned with the zero article, eg If Winter comes, can
Spring be far behind? But the can be used in distinguishing one season from
another, eg
65 Birds fly north in (the) summer and south in (the) winter.
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(28) The station is notorious for being drafty and cold in the winter and





１つを取り出して述べるときに多い」(柏野 (2010: 234))とまとめ、次の (29)
を出している。
(29) a. the north, the south, the east, the west
b. the left, the right
c. the past, the present, the future
d. the town, the country
e. the land, the sea
f. the summer, the winter, the spring, the fall [autumn]






25 織田 (2002) はこの the を、「1 つの全体を構成する特定の部分要素」を指示するとしてい
る。
26 久野・高見 (2004)の言う「同類集合での限定化」の theと「異種集合での限定化」の the
は、それぞれ「個体レベルの排他性を持つ the」「カテゴリーレベルの排他性を持つ the」と
位置づけることができる。これについての詳しい議論は別の機会に譲りたい。



















(30) Otherwise, there are certain generalizations concerning the selection
of marking prepositions. For example, at is chosen with time point
expressions (at noon, at midnight, at dawn, but at night); in is
chosen for general time periods, like in December, in the morning,
in the summer, in 1941. But the preposition on preempts in just
in the case of day units and day parts that are explicitly connected
with particular days, but this pre-emption does not override the
zero marking of the deictic names. Thus, we get on Wednesday, on
Wednesday morning, on the next day, etc.








ただ、Fillmoreはこの後、“There are numerous puzzles here.”と述べ、次
のように続けている。
(31) When no actual day name is included, but the expression
presupposes a context in which the succession of days is relevant,
we still get on. Thus, on the next morning, but oddly also on that
morning, on the morning of the funeral.
下線部: 曜日を表す表現がないときでも、「日」の連鎖が問題になる
文脈を前提とする表現であれば、やはり onが現れる。
(Fillmore (2002: 56); 下線本多、その他の強調原文。)





(32) a. On the night of the full moon
b. On the morning of our departure
c. On the morning of Dobson’s funeral
d. On the night of the fatal attack (Fillmore (2002: 57))
(33) ... there can be a semantic/pragmatic requirement that there is


















り、たとえば on the morningの場合は、dateを設定する表現として、
morning が “時点” (point in time) として把握されているのであり、
一方、in the morningの場合は、‘in the course of the morning’とい
う意味で、morningが “期間” (period of time)として把握されている








本稿の立場により近いのが織田 (2002: 100-101) である。織田は (35)を挙
げ、(36)のように述べる。
(35) a. The accident happened in the morning.
b. The accident happened on the morning of the wedding.
（強調原文。）
(36) 　しかし、「朝昼晩」では、冠詞は同じ定冠詞を用いても、先の [35]の














　このように、同じ定冠詞形の ‘the morning’ でも、その指示同定の
方略に違いがある。‘on the morning of ...’ のほうが、数ある朝の中
から「その朝に」と、より指示詞に近い形で、特定メンバーの朝 (a












また、本稿の提案する捉え方 1に近い議論が織田 (2002: 96-97)にある。
(37) さて日本語でも、1 日を「日夜」「昼夜」に二分し、さらにその「日」
「昼」を「朝昼晩」に三分して考えるのが一般的である。英語でも 1日
24時間を ‘day and night’に分け、さらにその起床から就寝までの時













(38) a. A paper in the morning is not a luxury.
b. And then they went to the theater in the evening. （強調原文。）
(39) [Man’s waking time usually consists of three parts or periods, and












(40) a. In the night, I heard a strange noise.
29 なおこれは、織田 (2002: 102)で次のように改訂されている。
(i) [Our waking time usually consists of a morning, an afternoon and an evening.]
（強調原文。）
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b. *On the night, I heard a strange noise.
c. On the first night, I heard a strange noise.
(Wierzbicka (1993: 448))
(40a)の in the nightは (4)の in the morningと同様の捉え方によるとい
える。つまり一日の内部構成に関心を向ける捉え方（捉え方 1）である。この




次に Lindstromberg (2010: 78)の例を検討する。
(41) a. On the first day, we ...
On the day we arrived, we ...
b. Hedgehogs are likely to be seen out in the day.
(41a)では複数の日を念頭に置いた捉え方（捉え方 2）がされている。そのた
め onが自然になる。(41b)の dayは Lindstrombergも述べるように daytime
とパラフレーズできる意味で用いられている。この day は本稿の図 1 では




(42) earlier / later in the day





30 (40)の nightは night2 と考えられる。ただ、これが night1 と night2 のいずれに該当す
るにしても、本稿の議論への影響はない。
31 OALD s.v. daytime (https://www.oxfordlearnersdictionaries.com/definition/
english/daytime)、day (https://www.oxfordlearnersdictionaries.com/definition/
english/day)を参照。
32 なお、earlier / later in /on the day of NPに関しては、本稿の提案は inと onの揺れ

























33 Cognitive Grammar (Langacker (1987, 1991, 2008, 2013))。
34 もともとは scope of predication (Langacker (1987: 118-120))、最近では単に scope
(Langacker (2008: 62-65))。






















以上の解説を踏まえ、スコープ と プロファイル を明示しながら図 1と図 2
を書きなおすと、図 3と図 4になる40。
(43) a. the morning (図 3; 前置詞は in)









37 Langacker (1987: 第 3章 3節), Langacker (2019: 140-141)などを参照。





40 ここでの図の書き方は Langacker 自身の表記法とは異なるが、Langacker の議論の趣旨
は捉えているはずである。
41 この議論は次の Lindstromberg (2010: 78)の議論と軌を一にする。
69時間の前置詞 In と On について
原則活動しない 活動にふさわしい 原則活動しない
day2 night2






図 3 捉え方 1における スコープ と プロファイル
day3 day3 day3 day3
m a e n m a e n m a e n m a e n






(44) a. He was here in / *on the morning.
b. He was here *in / on that morning.
c. He was here *in / on Christmas morning.
d. He was here ?in / on the morning of Christmas day.
(i) a. ... when we use ON , it is as if in our mind’s eye we view a day or a morning
(etc.) from far enough away that we do not discern it as a sweep of time but
rather as a compact, smallish block ...
b. We use both IN and ON in the frame, the morning/afternoon/evening ...
IN is normal provided that the frame is not followed by a specifying phrase
such as of the 9th or that she arrived. In these latter cases, ON tends to be
used, probably since such specifying phrases as these reflect a more distant
mental viewpoint.
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e. He was here in / *on the morning on Christmas day.
(Fillmore (2002: 33))
これらの例のうち、(44a-d) までは本稿の提案で問題なく説明可能である。





の the morning of Christmas dayについては、(7)で on the morning of the
weddingとの関連で述べたとおりである42。
本稿の提案にとって問題になるのは次の対比 (=(44d, e))43である。
(45) a. He was here ?in / on the morning of Christmas day.
b. He was here in / *on the morning on Christmas day.
(Fillmore (2002: 33))
この例のどちらにも Christmas day が現れているということは、どちらの
例においても（何からの形で）複数の日を念頭に置いた捉え方がなされている
ということである。したがって本稿の議論のここまでの道具立てでは、どちら










on the shelf と捉え、次にクローゼットの外に出た視座から in the closet とい
42 ただし本節末の議論も参照のこと。
43 この例を指摘してくださった萩澤大輝氏に感謝します。
71時間の前置詞 In と On について






(47) Your camera is upstairs, in the bedroom, in the closet, on the shelf.
(Langacker (2008: 81))













(48) I left at 5 a.m. in the morning on Tuesday last week.
(Declerck, Reed, and Cappelle (2006: 137))
これについて Declerck et al.は次のように注記している。
(49) The situation time is contained in the Adv-time specified by at 5
a.m., which is included in the Adv-time specified by in the morning,
44 ただしこの「スコープの（順次的な）遷移」という用語は Langacker自身のものではなく、
Langackerの議論の趣旨を酌んで筆者が暫定的に採用したものである。
45 Langacker (1993a) はこれを「参照点能力 (reference-point ability)」という認知能力
と関連づけている。そしてこの参照点能力は、Langacker (1997) では「焦点連鎖 (focus
chain)」という認知能力によって説明されている。
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which is itself included in the Adv-time specified by on Tuesday,
which in its turn is included in the Adv-time specified by last week.
状況生起時は at 5 a.m. が特定する副詞句時に含まれるが、この副詞
句時は in the morningが特定する副詞句時に含まれ、これはそれ自身
が on Tuesdayの特定する副詞句時に含まれ、これが今度は last week
が特定する副詞句時に含まれる。
(Declerck et al. (2006: 137-138); 原文は全体がイタリックで書かれ
ているのを正体に改め、原文の下線をイタリックとした。)
Declerck et al. は Langacker には言及していないが、ここで述べられてい
ることは Langackerの言う「ズームアウト」と同趣旨である。
以上の議論を踏まえて、(45b)（下に再掲）の議論に戻る。
(45) a. He was here ?in / on the morning of Christmas day.
b. He was here in / *on the morning on Christmas day.
(45b) は (48) と同じ構造になっており、これも時間の領域でスコープの遷
移（ズームアウト）が生じている例と考えることができる。最初の段階では図
3のスコープ（一日の内部構成に関心を向ける捉え方 1）によって朝ないし午




in the morning on Christmas dayがスコープの遷移（ズームアウト）で説明




(50) a. ?in / on [the morning of Christmas day]
b. [in the morning] [on Christmas day]
(50a) では the morning of Christmas dayが単一の名詞句を構成し、これ
が全体として前置詞に結びつく。そして (50a)は全体として一つの前置詞句を
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なす。それに対して (50b)では the morning on Christmas dayは構成素をな





具体的には、(50a) ?in / on [the morning of Christmas day]においては、
話者は最初からある朝をクリスマスの日との関連で捉えて（すなわち、他の日
ではなくクリスマスの日、という形で複数の日を念頭に置きながらその朝を捉




一方 (50b) [in the morning] [on Christmas day]では、話者は最初の段階









ただし Fillmore (2002: 33)は、(50a)における inを、「*」ではなく「?」と












である。言い替えれば、どうして「捉え方 1→ on、捉え方 2→ in」とならず


























47 試みとしてはWierzbicka (1993), Lindstromberg (2010), 山口 (2011) などがあるが、
これらについての検討も保留としたい。
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